
U15選手権　大阪府代表決定戦　戦評
女子準決勝①

令和2年11月3日 A① 10:00 高石市立高南中学校 9 13 12 9 43

大阪薫英女学院中学校 14 10 10 20 54

女子準決勝②

令和2年11月3日 B① 10:00 樟蔭中学校 15 22 18 28 83

フロンティアスピリッツ 6 7 10 9 32

　樟蔭4・5・6・10・11、フロンティア4・5・6・7・8でスタート。サイズで上回る樟蔭は出だしか
ら厳しいディフェンスと力強いゴール下のプレーで得点を重ねていく。対するフロンティ
アも素早いパス回しから1対1を仕掛けるもなかなかシュートが入らない。終了間際にお
互いのシュートが決まり、15-6樟蔭リードで1Q終了。
　2Q、フロンティアの厳しいディフェンスからスタートし、粘り強く守り、よく走るが流れをつ
かめず。対する樟蔭は外のシュートやセンターへの合わせなどが上手く決まり得点して
いく。フロンティアはなかなかボールを運ぶことができず37-13樟蔭リードで前半終了。
　後半、樟蔭4・6・7・8・9、フロンティア4・5・6・8・12でスタート。立ち上がりからお互いに
オフェンスのミスが重なり、なかなか得点が動かない。その後、樟蔭は4・5のインサイドプ
レーで得点し、徐々に点差が開いていく。対するフロンティアも6の3ptや9の1対1などで
くらいついていく。55-23樟蔭リードで3Q終了。
　4Q、フロンティアがディフェンスを頑張り、スピードのあるオフェンスから8・5の1対1で得
点し、樟蔭にくらいついていく。対する樟蔭は、チームファウルがたまるも厳しいディフェ
ンスを続け、ゴール下のシュートを中心に得点し、最終83-32で勝利した。樟蔭の力強さ
が際立ったゲームだった。

堺市立鴨谷体育館

堺市立鴨谷体育館

　薫英4のドライブシュートからゲームがスタート。それに対して高南は20の速攻で応戦
し、両チーム力の入った立ち上がりとなる。その後、薫英6のリバウンドやリング下での連
続ポイントでペースをつかみ、14対9薫英リードで1Qを終える。
　2Qに入り、高南の激しいディフェンスが機能し、速攻から20のバスケットボールカウント
や3ptなどで反撃し、一時逆転するが、薫英も負けじと組織的なディフェンスでペースを
取り戻す。一進一退の展開が続き、24対22薫英リードで前半を終える。
　後半、薫英は粘り強くインサイドを中心に攻撃、高南は20が起点となり得点を伸ばす展
開となり、34対34の同点でQ終了。
　4Qに入り、薫英は12のジャンプシュート、バスケットボールカウントでペースをつかみ、
終盤を迎える。高南は22のジャンプシュート、20の速攻などで意地をみせるが、勝負所
で薫英5の3ptが入り、突き放す。最後まで両チーム激しいディフェンス、あきらめない
ルーズボールで死力を尽くすが、最後は薫英が勝利した。



男子準決勝①

令和2年11月3日 A② 11:30 大阪市立巽中学校 10 15 11 7 43

大阪エヴェッサU15 8 15 13 21 57

男子準決勝②

令和2年11月3日 B② 11:30 東大阪市立小阪中学校 8 8 12 3 31

フロンティアスピリッツ 19 26 16 18 79

堺市立鴨谷体育館

堺市立鴨谷体育館

　小阪5・6・7・8・16、フロンティア4・5・6・8・11でスタート。両者ハーフコートマンツーマン
で始まる。硬さがみられる展開の中、フロンティアは5を中心に得点を重ねていく。フロン
ティアがターンオーバーからの攻撃を強め、8点リードで小阪タイムアウト。しかしフロン
ティアの攻撃は衰えることなく8-19フロンティアリードで1Qを終える。
　2Q、小阪がディフェンスで粘りをみせるもフロンティア12のリバウンドショットが決まり、な
かなか点差が縮まらない。フロンティアは15のゴール下でのプレイが続く。ディフェンスも
激しく、ランニングプレイも増え、45-16フロンティアリードで前半終了。
　後半、小阪は6の3ptや7のドライブで懸命に追いかけるもフロンティアは追随を許さ
ず、79-31でフロンティアが勝利し、決勝進出を決めた。

　巽5・6・7・8・13、エヴェッサ4・5・6・9・19で試合開始。出だしはエヴェッサが1対1で得
点を重ねるのに対し、巽は7の1対1から得点を決める。巽タイムアウト後、トランジションを
速め、速攻で得点を決め、逆転して1Qを終える。
　2Qに入り、エヴェッサの1対1が止まらずに点差が開く。巽は7を中心に攻めるがエ
ヴェッサの高さに思うように得点を重ねることができない。しかし、巽はタイムアウト後に、
5の3ptを含む連続得点で逆転し、25-23で折り返した。
　後半、エヴェッサは5の連続得点で逆転に成功するも、すぐに巽は5の連続得点で反
撃。その後はお互いにディフェンスを頑張り、得点が動かないまま時間が進む。終了間
際にエヴェッサの19が頑張り、36-36の同点で最終Qへ。
　4Q、出だしからエヴェッサは勢いにのり、7連続得点で一気に突き放す。巽はドライブ
から合わせでシュートを放つも得点できない。対するエヴェッサはドライブからの得点で
点差が開いていく。巽は6のバスケットボールカウント、7の速攻と意地を見せるも力及ば
ず。57-43でエヴェッサが決勝に駒を進めた。



女子決勝

令和2年11月3日 Ａ③ 13:00 大阪薫英女学院中学校 13 12 6 8 39

樟蔭中学校 11 11 10 25 57

男子決勝

令和2年11月3日 A④ 14:30 大阪エヴェッサU15 15 16 9 14 54

フロンティアスピリッツ 12 9 22 12 55

　エヴェッサ4・5・7・9・19、フロンティア4・5・6・11・15でスタート。お互いにハーフコートマ
ンツーマンで守る中、フロンティアは15の1対1やリバウンドシュートを中心に得点を重ね
る。エヴェッサも4・19のドライブで対抗する。1Q後半はお互いにリバウンドからのスピー
ディーな速攻も決まる。エヴェッサ7のブザービーター3ptが決まり、15-12エヴェッサリー
ドで1Q終了。
　2Q、エヴェッサが連続してオフェンスリバウンドを奪い、流れをつかむ。12-20となった
ところでフロンティアはタイムアウトを取るが、流れは変わらず。エヴェッサは4の1対1や7
の3ptで27-12とリードを広げる。フロンティアもここから5を中心とした積極的な1対1をし
かけ、31-21エヴェッサリードで前半を終える。
　3Qエヴェッサ5・7・8・9・19、フロンティア4・5・6・8・12でスタート。開始直後からフロン
ティアが5・12を中心とした速攻、4の3ptで猛攻を見せる。エヴェッサも8の2本の3pt、19
のバスケットボールカウントで加点するが、3Q終盤にはフロンティアがターンオーバーか
らの速攻を決め、40-43と逆転に成功し、3Q終了。
　4Q開始直後にエヴェッサ4のバスケットボールカウント、3ptでエヴェッサが再び46-45と
逆転し、フロンティアが残り4分でタイムアウト。その後、エヴェッサは4・19のドライブが決
まり、54-50とする。フロンティアは最後のタイムアウトを取り、タイムアウト終了後、フロン
ティア11が3ptを決める。残り30秒でエヴェッサがタイムアウト。タイムアウト明けにフロン
ティアがリバウンドからの速攻を決め、54-55の劇的な逆転勝利を収めた。

堺市立鴨谷体育館

　薫英4・5・6・8・12、樟蔭4・5・6・10・11でスタート。樟蔭5のゴール下シュートから始ま
る。両チームともハーフマンツーマンで守る中、攻めあぐねる展開が続く。薫英4がドライ
ブインから放ったレイアップがバスケットボールカウントになるも、樟蔭4が直後にゴール
下から決め返し、なかなか両者主導権を掴めないまま1Q終了。
　2Q、一進一退の中、樟蔭5の3ptが決まるも、薫英4がドライブインで応戦。終盤薫英5・
12のミドルシュートでリズムを掴みかけるも、終了直前に樟蔭の4が3ptを決め、25-22薫
英リードで前半終了。
　後半に入っても拮抗した展開が続く中、薫英がゴール下で主導権を握り、流れを掴ん
だかに見えたが、樟蔭10が3ptを決め、互いに譲らない展開が続く。樟蔭4が最後のオ
フェンスでターンシュートを決めて逆転。樟蔭1点リードで最終Qへ。
　4Q、薫英は6のフリースローで同点に追いつくも、樟蔭5の連続得点でリードを6点に広
げ、薫英のタイムアウト。薫英がオールコートでディフェンスするも樟蔭の猛攻は止まら
ず、終盤で4・5のゲームコントロールが際立った樟蔭が57-39で勝利し、全国大会への
切符を手にした。

堺市立鴨谷体育館


